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長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授 

柴田義貞 

 

① 先生のご意見の骨子を箇条書きにしてください（5 行以内）。 

１． リスクは客観的に評価できるが、安全は主観的判断、安心はさらに心理的要因が影響

する 

２． 科学的研究方法および因果推論の基礎を理解している研究者の論文と理解していない

研究者の論文を見極めることが重要である 

３． チェルノブイリ原発の教訓を学ばなければならない 

４． 可及的速やかに、汚染地域を合理的に分類し、それぞれの地域に住んでいた住民に対

する今後の施策を、ALARP の考え方に基づいて決定し実行に移さなければならない 

５． 大衆迎合政策は絶対に避けなければならない 

 

② 先生のご意見の根拠となった文献を１０編列挙して下さい（１０編以内）。 
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③ 国民、特に福島県民の方々がご理解頂けるように、できるだけ平易な言葉で先生のご意

見を４００字程度でまとめて下さい。 

 

福島第一原子力発電所の事故は、俗に第二のチェルノブイリといわれほど、我が国における未

曽有の原発事故です。しかし、放出された放射性物質の量は現在までのところチェルノブイリ原発

事故の１０％程度と推定されており、放出の様子もチェルノブイリ原発事故とは異なります。 

放射線被ばくの影響は原爆の場合も原発の場合も同じであるとお考えの人も少なくありません

が、チェルノブイリ原発事故後の２０年間に観察された健康影響は、原爆被爆者でみられたものと

は大きく異なっていることが分かりました。チェルノブイリ周辺の５００万人を超える一般住民は、事

故前に比べると１０～２０倍程度高い放射線被ばくを受けながら四半世紀を過ごしてきましたが、小

児期に被ばくした人たちの間の甲状腺の病気、とくにがん・結節を除き、増加の確認された病気は

ありません。国民、とくに福島県民の皆さんに放射線リスクを正しく理解していただき、皆さんが速

やかに安全な環境下で安定した社会生活が送られるよう国が合理的な対策をとることを求めます。 


